
イントロダクション：
S-Net を取り巻く状況の変化

国立科学博物館

標本資料センター

神保 宇嗣

第41回S-Net研究会
2023.6.10



生物標本
＝ある生物がいつ、どこにいたかを示す物的証拠
＝さまざまな形で利用できる資源



膨大な標本の蓄積

モノ＝標本としての
利活用

コト＝情報としての
利活用



標本のデジタル化

標本・資料の情報をパソコン等で入力
コンピュータを通じて利用可能な形にする

標本ラベル
（名称・採集日・収蔵場所等）

写真撮影



生物多様性情報とは？

• 分類群に関する情報（種名、上位分類群…）
• 分布に関する情報（標本、観察データ…）
• 種に関する情報（特徴、分布…）
• マルチメディア（画像、動画、音声…）
• 塩基配列（DNAバーコード…）

おもに「種の多様性」に関するデータ
分類学的な情報が中心
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サイエンスミュージアムネット
(S-Net)

• 国立科学博物館が運営
する自然史標本データ共
有ネットワーク

• 博物館・研究所など100
以上機関

• 約690万件の標本データ
• よりグローバルなデータ
ベースへとの共有

https://science-net.kahaku.go.jp/



「ミヤマカラスアゲハ」を検索



日本生物多様性情報イニシアチブ（JBIF）
• 日本の生物多様性データを国内外に発信
• 国立科学博物館・国立遺伝学研究所・
国立環境研究所が運営を担当

–文部科学省ナショナルバイオリソースプロ
ジェクト(NBRP)の補助を受ける

https://nbrp.jp/https://www.gbif.jp/



JBIF・NBRPウェブサイトからダウンロードできます



地球規模生物多様性情報機構
Global Biodiversity Information Facility (GBIF)

• 生物多様性情報を誰でも利用可能にする
ための国際的プラットフォーム

• 各国の拠点（ノード）を通じて集約
• 23億件の標本・観察データを集積
（2023年6月現在）

• JBIFが収集したデータは
GBIFを通して国際的に公開

https://www.gbif.org/ja/



ツバメの検索結果 https://www.gbif.org/ja/species/9515886



https://jpsearch.go.jp/

ジャパンサーチ
• 国内のさまざまなデジタルアーカイブの横断
検索システム

–収蔵品・図書・映像・地域資料・展覧会…

• S-Netのデータもジャパンサーチへ提供
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自然史標本データはどう使われる？

• コレクションの傾向分析
–ギャップ分析等

• 非公開収蔵品の一般公開
• 研究での活用
–標本の探索
–データ解析

• 実用的な活用
–展示
–商品化（書籍等）
–社会問題（保全等） 杉田ほか, 2021, 保全生態学研究



博物館や自然史標本データベースを
取り巻く状況の変化

デジタル
アーカイブ

生物
多様性保全

オープン
データ



デジタルアーカイブとは

• コンテンツ（アナログ・デジタル）
• プレビュー（サムネイル等）
• メタデータ（コンテンツに関するデータ）

デジタルアーカイブ＝様々なデジタル情報資源を
収集・保存・提供する仕組みの総体

標本

縮小画像

ラベルデータ

標本・資料にとどまらないデジタル化
新しい切り口での活用の促進



博物館法の改正

第三条 博物館は、前条第一項に規定する目的を達成するため、
おおむね次に掲げる事業を行う。
（略）
三 博物館資料に係る電磁的記録を作成し、公開すること。

デジタルアーカイブ構築を博物館の事業として明記

情報の
保存・体系化

標本・資料の
公共化

標本・資料の
活用促進



国立科学博物館での
デジタルアーカイブ（DA）の推進

• 標本データおよび写真にとどまらないDA構築
（3Dデータ等）

• IIIF（DAにおける画像利用の標準的な仕組み）を
利用した画像公開・電子展示の試行

• 「科学系博物館イノベーションセンター」を中心

科博IIIFデータセット 矢田部良吉デジタルアーカイブ

倉島さん発表



https://jpsearch.go.jp/

ジャパンサーチ
• 国内のさまざまなデジタルアーカイブの横断
検索システム

–収蔵品・図書・映像・地域資料・展覧会…



S-Netのデータもジャパンサーチへ提供

https://jpsearch.go.jp/organization/kahaku



デジタルアーカイブジャパン
推進委員会・実務者検討委員会

• 総務省知的財産戦略
本部のもとに設置

• デジタルアーカイブ戦略
の検討

• ガイドラインの公表
• ジャパンサーチの構築・
推進
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デジタルアーカイブは何をもたらす？

館にとってもメリットとなるような
デジタルアーカイブの構築が重要

「デジタルアーカイブの構築・共有・活用ガイドライン」



DB

博物館

研究対象の生物の
データはどこにある

だろう？

「コト」としての標本の利活用

書籍・資料観察データ

DB？DB？

*books icon by Freepik



GBIFサイエンスレビュー
• GBIFのデータを利用した研究例を紹介
• 和訳版をJBIFウェブサイトからダウンロードで
きます

https://gbif.jp/
GBIF Science Review 2021 和訳版より

和訳版をJBIFウェブサイトからダウンロードできます



社会問題の解決と自然史博物館



生物多様性条約締約国会議 COP15

• 2021年（第一部・昆明） 2022年（第二部・モントリ
オール）

• 「昆明・モントリオール生物多様性枠組」
– 2022年以降の生物多様性に関する世界の目標
– 例：30 by 30

• 2030年までに陸域と海域30%ずつを保全
• OECM（保護地域以外で生物多様性保全に資する地域）の活用

– 日本での計画化：生物多様性国家戦略2023-2030

• ABSにおけるDNA塩基配列（DSI）の扱い



生物多様性情報＝過去の生物多様性に
関する証拠（エビデンス）

アクションの実施・目標達成の評価に不可欠



生物多様性保全に向けた
GBIF関連の取り組み

「地球規模生物多様性情報概況（GBIO） 日本語版」

和訳版をJBIFウェブサイトからダウンロードできます



GBIF 2023-2027 4つの優先分野
1. 地球規模の生物多様性に関する科学的研究と理解を促進
するようなエビデンスを構築する。
→データ集積

2. 全球変動に関する緊急の社会的課題に対処するため、政
策への対応と知識移転の支援を行う。
→社会実装

3. 将来のニーズと課題に対応できるネットワークを構築する。
→コミュニティ

4. 生物多様性に関連した知識を発展させるため、イノベーショ
ンを推進する。
→情報技術・サービス

S-Net/JBIFの活動にどう反映させるのか？



国としての日本の取り組み

• 生物多様性国家戦略2023-2030
–昆明・ モントリオール生物多様性枠組の達成を
目標とした計画

– GBIF, OBISへのデータ公開への協力
–自然環境調査成果の電子化・公開

• 自然環境保全基礎調査マスタープラン
–令和5～14（2023～2032）年度の基本方針
–自然環境基礎調査50年目の見直し
–即時的な情報発信
– 「自然環境調査に係る生物多様性情報の整備と 
発信のガイドライン」の策定

福井さん発表

松本さん発表



博物館や自然史標本データベースを
取り巻く状況の変化

デジタル
アーカイブ

生物
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データ

データを様々なかたちで自由に
利用できることが重要



オープンデータとオープンライセンス

• オープンデータ
– 商用・非商用問わず、許可無しで利用できるデータ
– コンピュータ利用が容易な形での公開が望ましい

• オープンライセンス
– 著作権者が、第三者による自由な利用を認めることを表
明するもの

• クリエイティブ・コモンズ・ライセンス（CCライセンス）
– オープンライセンスの事実上の標準の一つ
– 条件を類型化して提供 例：BY（クレジット表記） NC（非商
用に限定）

– 政府標準利用規約（2.0版）はCC BY互換

(Creative Commons Japan, CC BY)



オープン化を取り巻く動き

• オープンサイエンス 科学的データ

– 誰でも研究データや論文等の研究成果にあたれる

• オープンガバメント 公共調査データ

– 誰でも政府文書や統計等を探して再利用できる

• 文化施設データのオープン化 博物館標本データ

– オープンな形でのデジタルアーカイブの公開

オープン化＝オープンデータとしての公開

知識共有・公共性・透明性・再利用による発展



博物館や自然史標本データベースを
取り巻く状況の変化
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状況の変化とS-Net/JBIFの課題
• 国際情勢へ対応する
– GBIF2023-2027に対応する日本でのアクション検討

• データの価値を上げる
–標本写真の収集と公開・ジャパンサーチ連携
–既存データの見直し・高品質化

• データの利用機会を増やす
–デジタルアーカイブ分野の奨励ライセンスとのすり
合わせ

• 行き過ぎた公開を注視する
– 「なんでもかんでも公開・オープン化」の危険性
–希少種情報のジレンマ（採集地の詳細情報が無く
保全に役立てにくい）への取り組み



データ収集・公開を時代の要請に
どのようにあわせていくのか？

データ提供者・データ利用者のニーズは
どこにあるのか？


